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国は，グローバル化や知識基盤社会*化が進む中で，２１

世紀を生き抜く子どもたちの「確かな学力」をより効果的

に育成する一つの手段として，ＩＣＴの積極的な活用によ

る，協働型・双方向型の授業革新を進めようとしています。 

本市においても，平成２４年に策定した「宇都宮市学校

ＩＣＴ化推進基本計画」に基づき，２１世紀にふさわしい

学びの環境を整えることにより，情報社会を主体的に生き

ぬく子どもを育てることを基本理念に，授業の様々な場面

で，ＩＣＴを効果的に活用した分かりやすく理解や思考が

深まる授業が実現できるよう目指しています。 

 
（注）知識基盤社会*：新しい知識・情報・技術が政治・経済・文
化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重
要性を増す社会のこと 

ＩＣＴを活用したこれからの学習のあり方については，

文部科学省が，平成２６年４月に発行した「学びのイノベ

ーション事業 実証研究報告書」の中で，ＩＣＴを活用す

ることにより，学びの場において「一斉指導による学び（一

斉学習）」に加え，「子どもたち一人一人の能力や特性に応

じた学び（個別学習）」，「子どもたち同士が教えあい学び合

う協働的な学び（協働学習）」を推進していくことが重要で

あるとしています。 

また，ＩＣＴの特長を生かした「一斉学習」，「個別学習」，

「協働学習」が相互に組み合わされた学びの場が形成され

ることで，より分かりやすく理解が深まる授業の実現が可

能となるとしています。 

これらのことを受け，本市においても，新たに教育にお

いて活用が可能なＩＣＴの研究の方向を検討してきました

が，すでにＩＣＴの活用効果が明らかになりつつある「一

斉学習」や，「個別学習」については，国や他の教育委員会

等による研究の知見を受けつつ，実践事例の少ない「協働

学習」へのＩＣＴの活用に焦点をあてることしました。そ

の理由は，協働的な学びに情報端末を活用することで，子

ども同士による意見交換，発表など，お互いを高め合う学

びをこれまでに増して活発に展開できるようにすることに

より，思考力，判断力，表現力などをより一層高めていく

ことができるものと考えたからです。 

本市においては，これまでも，授業において，児童生徒

がペアやグループ，学級全体で学び合う協働的な学習を，

様々な場面で行ってきました。例えば，本時のねらいを達

成させるために，グループ学習やペア学習など，適切な学

習形態を取り入れるとともに，児童生徒が学び合う活動等

において，発言やつぶやきを，相互に関連付けたりねらい

と関連付けたりしながら，児童生徒の考えを深めたり広げ

たりすることに努めてきました。 



これらの学習の中で，現状では，模造紙やミニ黒板など

を利用していますが，準備に手間がかかってしまったり，

児童や生徒同士の意見をまとめる際に書き損じの修正など

が行いにくかったり，さらには，まとめられた意見を拡大

してみることが難しかったりするといった課題があります。 

また，一人一台ずつ個人が所有するような小さなタブレ

ットパソコンでは，児童生徒が，グループ等で学習してい

る場面でも，自分が操作している端末に釘付けになってし

まうことがあります。 

さらに，「協働学習」は，人と人とが直接かかわるリアル

なコミュニケーションの中で成り立つものであるという考

えから，児童生徒が直接顔を見て話し合えるツールとして

のＩＣＴの導入が必要ではないかと考えました。 

これらのことから，本市では，複数人で閲覧や操作をし

ながら学び合いを深めることのできる大画面のタブレット

パソコンの試行導入をすることとし，これらの導入による

効果や，適切な利活用のあり方等について，２か年間にわ

たり研究・検証を行う「ＩＣＴを活用した協働学習モデル

事業」を実施することとしました。 

 

協働学習におけるＩＣＴの活用場面については，文部科

学省の「学びのイノベーション事業 実証研究報告書」の

分類例を参考に上図のように整理しました。 

「協働学習」の基本的な流れである「１ 課題の共有」→

「２ 個人での思考」→「３ ペア・グループでの学び合い」

→「４ 学級全体での学び合い」→「５ まとめと振り返り」

に対して，ＩＣＴの活用場面を「協働学習」を中心に「一

斉学習」や「個別学習」も関連付けながら，研究・実践を

進めていきます。 

 

この冊子は，大画面のタブレットパソコンの活用を中心

に，グループや学級全体で，子どもたち同士が教え合い学

び合う学習プランを分類例毎に例示し，モデル事業推進の

参考となるように作成しました。 

  

 



 

本事業においては，研究に必要な環境として，大型タブ

レットパソコンをメインとした協働学習用情報機器１セッ

トを準備し，学校への貸出ができるようにしました。  

 

この環境により，次のようなことができます。 

・ 大画面のタブレットパソコンに対し，４人程度で操作

するなどのグループ作業を行う。 

・ １０グループが同時に作業し，グループ間で意見の交

換や比較を行う。 

・ 任意のグループの作業内容をプロジェクター等に表示

する。 

・ 教師用タブレットパソコンから全てのグループの作業

状況を把握する。 

・ 動画・静止画を撮影・保存・加工・再生する。 

・ 各グループの作業内容を無線でプリンタに送り印刷す

る。 



 

 

 ＩＣＴを活用した「協働学習」に関連して，モデル環境
と協働学習用ソフトウェアで行える活動や操作をまとめ
ました。 

※を付けた項目は，大画面のタブレットパソコンの効
果がより高く期待できる場面です。 



  

 グループで，シナリオカード（ソフトＡの機能）を活用
しながら情報を整理して構成を検討し，プレゼンテーション用資料をまとめ，発表することができる。

 修学旅行の班別行動の様子を，シナリオカー
ドを利用して話合いながらまとめ，記録してきた写真や動画で発表する。 

 意見をタブレットにまとめることにより，
一人一人の意見を尊重しながら，座標軸等を用いて整理してディスカッションし焦点化していく。

 市役所や商店に相談しながら，グル
ープで町おこし企画を考え発表する。シナリオカードを活用して，目的・課題・解決策・実行計画等を検討
したり改善したりする活動を行う。

 くらしと商店の関わりについて取材し，資料にまとめて発表する。シナリ
オカードの活用により，取材したことをもとにした資料作成と発表が一体的かつ効率的に行える。

 料理の写真や調理時の動画を記録し，事前に調べたレシピや栄養バランスな
どを組み合わせて資料を作成し，ナレーションも付けて発表する。









  

 

 実験を撮影した動画を何度も繰り返し再生したり，
一時停止したりしながら見ることで，流れる水のはたらきについて，個々に気が付いたことをグループ
で話合い意見を整理しながら考察することができる。

 マット運動や鉄棒や跳び箱，ダンス・表現など，手
本と自分の動きや練習の前後の動きを動画で比べることで，どこを直せば上手くなるか，自ら気付いた
りグループで指摘し合ったりすることができる。

 グループで，クイズの発表者，回答者，撮影者に分かれ，
発表の様子を撮影したものを再生し，改善点を指摘しあうことができる。

 今と昔の地図を比べ，重ね合わせながら変化の様子を調べ
ることで，地域の移り変わりにより気付きやすくなる。

 グループで合唱や合奏等の練習の様子を録画し，再生して
視聴することにより，各自の表情や歌唱を分析的に振り返ることができる。 









  

 

 

 

 

タンポポについて知っていることを付箋
に記入して班ごとにまとめ，他の班の考えも参考としながら理解を深め学習意欲を高める。

新しく出てくる単語の発音の確認
する際のグループ活動でタブレットを取り入れていく。

係活動の見直しについて自らの意見をまとめると
ともに，友だちの意見も参考にすることで係活動をよりよいものに改善していく。 

資料を基にグループで意見整理を行
ったり，根拠やポイントをわかりやすく示したりしながら発表する。

比について線分図や式に表しながら考えたことをグループで話合い，
タブレットにその解き方を書き込み発表する。

行書の特徴についてグループで話合い，タ
ブレットに書き込み，クラス全体に発表する。

情報端末上でフローチャートを簡単に動
かすことができるので，いろいろなパターンを視覚的にイメージしながら案をまとめていく。 

 



















  

 

 

 

 
グループごとに大画面タブレットＰＣを使い，自分と友達の考えをま

とめコラボノート上にまとめ，他グループの考え方を見ながら，比較検討を行う。
 情報を取り扱う時に気を付けていきたいことにいて，

グループごとに話し合ったり，クラス全体で意見を共有したりする。 
グループ毎に条件の異なる実験結果をひとつのグラフに集約し，結

果のとりまとめを効率的に行うとともに，他のグループの結果がすぐに分かるようにする。 
資料から読み取れることをふせんに記入し図のまわりに

貼っていく。その後，付箋を類型化するとともに，他のグループと意見を共有していく。 
 塩酸に金属が溶ける様子を観察しながら動画で撮影して

おく。繰り返し再生して，観察を補完し気付いたことを付箋に記入し，タブレット上の画像のまわりに貼り
結果を分析する。

タブレット端末に自分たちの実
験結果を入力し，クラス全体の傾向を把握し，自分たちの実験結果と比較する。

グループごとに収集，整理させておいた写真，メモ，測
定値などのデータを，話合いながらわかりやすく発表する。



















  

 

 

 

 

 

 「町たんけん」をして発見したことを，グループごとに学校
周辺の地図に撮影してきた写真や文字や絵にして，グループで話合いながら書き込みまとめる。

 グループごとにテーマに合わせ
て調査した結果を，グループで話合いながら学区全体の地図にまとめる。 

 グループごとに地区を分担し，
危険を感じた場所の写真や理由について同時進行で書き込みができる。また，友達の書き込みを見て，自分
たちの分担場所について修正を加えることができる。 

修学旅行の訪問予定地に関するレポートを分担しながら英語で制作する。収集し
た情報をグループ内で役割分担し，プレゼンテーション資料にまとめる。









  

 

 一枚のボードの中央部分に小学生が地域について調べ
たことをまとめ，周りの余白に同一学区の中学生がアドバイスや感想を記入する。地域の小中学生が，身近
なテーマについて一緒に考えることで，学習が深められる。 

 米作りなどの調べ学習で，疑問に思ったことの質問や，学習したことを
まとめた内容をグループで公開し，感想や助言等をインターネットを介して，ＪＡなどの専門家の人からボ
ード上に書き込んでもらう。学校にいながら，専門家の方の都合のよい時間に，ボードに書き込んでもらう
ことで，学習が深められる。



~
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